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技術的負債の
説明文生成手法の構築



技術的負債（Technical Debt）
| ソフトウェア開発において，納期やコストの制限に
よって導入される質の低い設計やソースコード[1]
例）スパゲッティコード：構造が複雑で理解が難しいソースコード

コードスメル：深刻な問題を抱えているソースコードの特徴

| 技術的負債が蓄積していくと．．．
• ソフトウェアの保守性の低下，機能欠陥を引き起こす
→除去するための保守コストが増加
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[1]Ward Cunningham. The wycash portfolio management system. SIGPLAN OOPS Mess., Vol. 4, No. 2, pp. 29–30, 1992.

技術的負債は早期に除去されることが望まれる



技術的負債を検出する研究
| 機械学習を使って，ソフトウェアクラスに含まれてい
る技術的負債を検出[2]
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[2] D. Tsoukalas, A. Chatzigeorgiou, A. Ampatzoglou, N. Mittas and D. Kehagias,"TD Classifier: Automatic Identification of Java Classes with High Technical Debt,"
2022 IEEE/ACM International Conference on Technical Debt (TechDebt), Pittsburgh, PA, USA, 2022, pp. 76-80

より高い精度で技術的負債を検出でき，技術的負債の管理が促進



技術的負債検出の研究：課題点
| ソースコード中の技術的負債を検出できても，なぜ技術的
負債になっているのかをすぐ理解できない

| 開発者が理解するには
• 技術的負債の特徴
• 技術的負債と認識された原因
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なぜ，技術的負債と認識されるようになったか

技術的負債と認識されるまで



本研究の動機
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ソースコード中の技術的負債を自然言語で
説明することによってより良い開発者支援が可能になる

動機

開発者支援
技術的負債が明文化され，リファクタリングを効率的に行える
技術的負債を管理し，コードの品質を保つことができる



目的と着眼点
| 目的
• ソースコード中に含まれる技術的負債の説明文を自動生成する
モデルの構築

| 着眼点
• 課題票では，変更情報の特定や変更に関する議論の情報が収集
できる
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技術的負債を含んだソースコードと紐づいている課題票の情報から，
技術的負債の説明文生成が行えるのではないか？



課題票（Issue）
| 課題管理システムによって記録される報告
• 不具合，機能欠陥などの課題が管理される
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変更情報に紐づいた課題票

8

技術的負債について
の議論がされている

• 変更情報から技術的負債が含まれているファイルを特定

タイトル

課題票本文

• 課題票のタイトルや本文から技術的負債に関する情報を取得



今後の予定
| なぜ技術的負債と認識されたのか，いつ技術的負債が
発生したのかを分析
1. 技術的負債を含んだソースコードの変更履歴を追跡
2. 技術的負債の発生原因となる変更の特定
- 課題票の他にも，コミットメッセージやPRに何らかのヒントがないか
- ソースコード片の変更だけでなく，外部環境での変更によってコードが複雑
化していき，技術的負債と認識されることもある

| 技術的負債ラベルを含むIssueの解析
• 開発者が技術的負債をどの基準で認識しているのか
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